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３ 学校関係者評価

学校は経営目標を達成するためにいろいろな努力を重ねており評価できる。

第一に「学び合い」という学習形態を取り入れ，職員研修や公開授業を実施し，

学力向上に努めている。

第二に全職員共通理解のもと生徒のわずかな変化や問題をメモし，情報として

共有し指導する体制が確立しており，生徒の心身の健全な発達に寄与している。

この指導体制のさらなる充実を期待する。

第三にWebページのブログ化・メール配信システムの導入・メディアへの発信・

ボランティア活動など，地域・保護者との連携にむけての取組や対応の早さは評

価できる。

第四に県産材活用ＵＤ整備事業に応募し，生徒教職員一体となって情報収集や

アイデア・プレゼン等の検討を重ね，応募した６校の中から採択され，その整備

が完成したことは邑久高生にとってすばらしい経験となったと思う。

その他にも評価できる取り組みは多く，生徒・保護者も現状にある程度満足し

ているが，さらなる改善や新規取り組みを実施し努力してほしい。

４ 来年度の重点取組

来年度も従来掲げてきた「学力の向上と進路実現」「心豊かな人物の育成」「教育

連携・地域連携の推進」「学習環境の整備」等の実現のため、具体的な取り組みを一

層充実させていかなければならない。さらに，委員の方からいただいた「読書の大

切さ」「地域の施設や人材の活用」「国際交流」「大学生・社会人として通用する学力

・マナー」などのテーマを具体的な取り組みとして実施できるように検討を重ねて

いきたい。

http://www.oku.okayama-c.ed.jp/gakkou-annai/2011jikohyoka.pdf

